
日本人としての歴史認識のプラットフォーム …未来圏を見つめて

明治期（1868～1945）の77年 戦後期（1945～2022）の77年 未来圏（2023～2100）の77年

世界
環境

帝国主義の時代

第一次世界大戦と
「４つの帝国」解体
・ロシア帝国：ロシア革命（1917年） ➡ソ連邦

・ドイツ帝国、オーストリア＝ハンガリー帝国、オスマン帝国

（1914～1918年）

第二次世界大戦
（1939～1945年）

冷戦期 ➡終焉（1989年） 「３つの帝国」の衰退
…ロシア・中国・米国 全員参加型秩序 …グローバルサウスの台頭

特に、アジアの台頭

・アングロ･サクソン主導秩序の終わり

ﾚｼﾞｰﾑ

明治レジーム：復古であり開化であるという矛盾

･上部構造：明治近代化（国会開設、内閣制度、法治国家）

≒資本主義化（富国強兵、殖産興業）

･下部構造：「国体」という埋め絵
天皇親政の神道国家
…天皇機関説批判、昭和軍閥へのマグマ ➡戦争への道

戦後レジーム：「物量の敗戦」と総括

戦後民主主義（突然の大衆民主主義）
経済至上主義 …豊かさの探求

18歳投票権とシルバー･デモクラシー

日米同盟に基づく軽武装経済国家
象徴天皇制

➡新しい民主主義へ：改革・変革への構想力
…民族のポテンシャルの試練
…歴史の進歩とは何か＝不条理の極小化

宗教・
精神性
心の基軸

国家神道の持つ国粋性と排外性 宗教無き時代 …PHPへの共鳴（prosperityへのこだわり） 宗教の時代 …魂の基軸の再生（心の回復力）

資本主義･
経済基盤

＜世界GDPに占める日本の比重＞

3％
（1910年代）

5％
（1940年）

3％
（1950年）

経済の時代

18％
（1994年）

明治期ピーク 戦後期ピーク

4％
（2022年）

埋没から再生へ …新産業創造
（豊かさのための産業から国民生活の安全・安定のための産業へ）

人口と
人材教育

メディア
環境

地球
環境

3,481万人
（1872年）

7,215万人
（1945年）

8,320万人
（1950年）

1億2,808万人
（2008年） ピーク

1億2,483万人
（2022年）

人口半減

1億人
（2050年）

5,972万人
（2100年）

軍人・官僚養成 …富国強兵の基盤 産業人養成 …企業戦士の素材提供

･瓦版→新聞（1872年毎日、1874年読売、1879年朝日創刊）

･ラジオ …1925年NHK放送開始

インターナショナル（国際関係）の時代
（国民国家間関係）

UNの登場 グローバリズムの萌芽
1969年 人類、月に立つ

･新聞～テレビ …1953年NHKテレビ放送開始 ･SNS、WEB3.0の時代（すべての人が発信者）

地球環境革命（SDGｓの時代）

日本：遅れてきた植民地帝国
（1915年対華21カ条要求）

・アングロ･サクソン同盟の時代

…対米過剰依存・同調

…対米過剰同調からの脱皮（したたかな同盟国へ）
（米軍基地の段階的縮小）

21世紀レジームの創造：身を切る政治改革の力

…有効投票の6割が高齢者票

※潜在する明治レジームへの郷愁 例：教育勅語の副読本化（2017年）

「敬神廃仏」→「廃仏毀釈」→「八紘一宇」（大東亜新秩序）
というイデオロギーへ

「御利益宗教」 、
「good luck宗教」への傾斜

カルト宗教
（オウム真理教、旧統一教会等）

・レジリエンス（耐久力）の強化

…食と農、医療・防災、水、エネルギー
・自主自立の資本主義（イノベーション）

･冷戦後 インターネット登場（軍民転換）➡90年代 「IT」から「DX」へ

主体的思考力、創造的全体知を持つ人材

…「思考の外部化」という危険

工業生産力モデルの優等生（鉄鋼、エレクトロニクス、自動車産業）

パンデミック[スペイン風邪]
（1918～1920年）

パンデミック[新型コロナ]
（2020年～） ・非核平和国家日本の構想

…政治不信の克服

（ポテンシャルとしての女性と高齢者の参画）

…二重構造

…「尊王攘夷」の帰結

官営資本主義（上からの殖産興業） ➡ 民営化 ➡ 総力戦体制 総力戦体制の継承（日本株式会社）➡ 新自由主義 ➡ 国営資本主義への回帰
（アベノミクス）

・「御利益宗教」、「good luck宗教」からの脱却
・日本人の多様な宗教性の大切さ（神仏儒の支え合い）

…新たな「ルール形成」主導力

Ⓒ寺島文庫

大国の横暴の終わり

※二重構造の矛盾ときしみ ➡戦争の時代

《2023.1.27改訂》

「和魂洋才」 「無魂洋才」（PHPの思想） ➡「洋魂洋才」 ➡茫然自失
（偏狭なナショナリズム回帰）

＜産業別就業者比率＞

（1920年）
一次：54.9％
二次：20.9％
三次：24.2％

（1950年）
一次：48.6％
二次：21.8％
三次：29.7％

（1975年）
一次：13.9％
二次：34.2％
三次：52.0％

（2020年）
一次： 3.2％
二次：23.1％
三次：73.7％

「戦後エリートの敗北」
…MBAシンドローム、忖度官僚への失望

・明治期の戦争による死者：約321万人
戊辰8,240人、日清13,825人、日露85,082人
WWⅠ3,300人、WWⅡ軍人230万人・市民80万人

エネル
ギー

（1953年度）
石 炭：47.7％
石 油：15.3％
原子力：--％

＜一次エネルギー供給＞

＜食料自給率（カロリーベース）＞

（1961年度）
石 炭：38.8％
石 油：40.6％
原子力：--％

（2010年度）
石 炭：22.7％
石 油：40.3％
原子力：11.2％

（2021年度）
石 炭：25.4％
石 油：36.3％
原子力： 2.9％

79％（1960年度） 54％（1975年度） 38％（2021年度）
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